
山 梨 県 ・
富士河口湖温泉郷　ＴＨＥ　ＫＵＫＵＮＡ

天
空
の
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
風
呂

栃木県・鬼怒川温泉　あさや
大
浴
場
の
美
容
備
品
を
充
実

高
原
感
じ
て
入
る
源
泉
風
呂

山形県・蔵王温泉　　ルーセントタカミヤ 山梨県・
石和温泉　華やぎの章　慶山

四
季
に
癒
や
さ
れ
る
露
天
湯

三
つ
の
源
泉
、
の
湯
船
で
堪
能

山梨県・
下部温泉　下部ホテル

日
本
画
の
景
色
に
溶
け
込
む

茨城県・五浦温泉　五浦観光ホテル

４
本
の
自
家
源
泉
か
ら
引
き
湯

群馬県・水上温泉　　源泉湯の宿　松乃井 山梨県・
西山温泉　慶雲館

「
最
古
の
宿
」に
多
彩
な
風
呂

「
大
空
の
湯
・
月
」
の
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ

ィ
露
天
風
呂

　
全

室
か
ら
河
口
湖
と
富
士
山
を
望
む

ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｎ

Ａ
」
（
宮
下
明
壽
社
長
）
。
最
上
階
に
あ

る
グ
ラ
ン
ド
ス
パ「
大
空
の
湯
」は「
星
」

と「
月
」に
分
か
れ
、男
女
入
れ
替
え
制
。

両
方
に
備
え
た
「
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
露
天

風
呂
」
は
、
湖
と
一
体
と
な
る
よ
う
設
計

さ
れ
、
天
空
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
感
覚
と
、

格
別
の
開
放
感
を
味
わ
え
る
。

　
湯
は
保
温
効
果
の
高
い
ナ
ト
リ
ウ
ム
・

カ
ル
シ
ウ
ム
塩
化
物
泉
で
、
神
経
痛
、
皮

膚
病
な
ど
に
効
果
あ
り
。
内
風
呂
に
は

「
星
」
に
立
ち
湯
と
ス
チ
ー
ム
サ
ウ
ナ
、

「
月
」
に
半
身
浴
の
湯
船
と
ド
ラ
イ
サ
ウ

ナ
を
備
え
て
い
る
。

　
湯
上
が
り
処
や
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
は
昨

年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
よ
り
快
適
さ
が
増

し
て
い
る
。
他
に
も
充
実
し
た
施
設
が
あ

り
、
富
士
山
を
目
前
に
望
む
「
風
」
、
太

陽
光
が
差
し
込
む
「
光
」
、
心
地
よ
い
水

音
に
癒
や
さ
れ
る
「
水
」
と
、
趣
の
異
な

る
三
つ
の
テ
ラ
ス
で
心
ゆ
く
ま
で
過
ご
し

た
い
。

　
▽
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
浅

川

。☎
０
５
５
５（
８
３
）３
３
３
３
。

https://kukuna.jp

レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ｗ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ａ
」

の
創
作
料
理

空
中
庭
園
露
天
風
呂

　
栃
木
県
・
鬼
怒
川
温
泉
で
最
も
古
い
歴

史
を
持
つ
老
舗
旅
館
、
あ
さ
や
（
八
木
澤

哲
男
社
長
）
。
自
家
源
泉
「
子
宝
の
湯
」

を
所
有
す
る
ほ
か
、
鬼
怒
川
で
最
も
高
い

位
置
か
ら
絶
景
が
楽
し
め
る
空
中
庭
園
露

天
風
呂
な
ど
、
豊
富
な
湯
、
多
彩
な
風
呂

で
湯
浴
み
が
楽
し
め
る
。

　
湯
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
で
肌
触
り

が
良
い
。
吹
き
抜
け
ロ
ビ
ー
が
華
や
か
な

「
秀
峰
館
」
、
和
の
情
緒
が
漂
う
「
八
番

館
」
に
さ
ま
ざ
ま
な
風
呂
が
用
意
さ
れ
て

い
る
。

　
宿
自
慢
の
空
中
庭
園
露
天
風
呂
は
秀
峰

館
の

階
に
。
鬼
怒
川
ラ
イ
ン
下
り
で
使

用
す
る
舟
と
同
じ
も
の
を
浴
槽
に
し
た
舟

湯
で
の
入
浴
や
、
山
々
を
眺
め
な
が
ら
入

浴
で
き
る
立
ち
湯
、
空
を
見
上
げ
る
寝
湯

な
ど
、
９
種
の
湯
船
が
楽
し
め
る
。

　
秀
峰
館
に
男
性
用
大
浴
場「
麻
の
湯
」、

女
性
用
大
浴
場
「
紅
葉
の
湯
」
、
貸
し
切

り
風
呂「
打
ち
出
の
小
槌
の
湯
」が
あ
る
。

八
番
館
に
は
「
滝
の
湯
」
が
あ
り
、
男
女

そ
れ
ぞ
れ
の
大
浴
場
に
露
天
風
呂
、
座
湯

が
あ
る
。
女
性
客
に
は
ナ
ノ
ミ
ス
ト
サ
ウ

ナ
や
シ
ル
キ
ー
風
呂
が
お
す
す
め
。

　
大
浴
場
で
は
数
種
類
の
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ

ド
が
並
ぶ
「
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
バ
ー
」
と

Ｒ
ｅ
Ｆ
ａ
・
Ｄ
ｙ
ｓ
ｏ
ｎ
の
ド
ラ
イ
ヤ
ー

を
利
用
で
き
る
。

　
昨
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
レ
ス

ト
ラ
ン
「
Ｗ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ａ
（
ウ
ィ
ス

テ
リ
ア
）
」
に
は
、
宿
泊
客
の
要
望
に
応

え
、
半
個
室
を
設
置
。
夕
食
に
旬
の
食
材

や
地
元
食
材
を
取
り
入
れ
た
創
作
料
理
の

コ
ー
ス
が
楽
し
め
る
。

　
種
類
が
豊
富
な
ブ
ッ
フ
ェ
も

人
気
で
、
夕
食
は
和
洋
中
約
１

０
０
種
、
朝
食
は
和
洋
約

種

の
料
理
を
提
供
。
オ
ー
プ
ン
キ

ッ
チ
ン
で
は
目
の
前
で
焼
き
た

て
の
ス
テ
ー
キ
や
天
ぷ
ら
な
ど

を
調
理
す
る
。
新
鮮
野
菜
が
並

ぶ
サ
ラ
ダ
コ
ー
ナ
ー
、
豊
富
な

デ
ザ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
は
女
性
客

に
好
評
だ
。

　
八
番
館
個
室
料
亭
で
の
会
席

料
理
で
は
、
地
場
産
食
材
や
旬

の
食
材
を
堪
能
で
き
る
。

　
▽
栃
木
県
日
光
市
鬼
怒
川
温

泉
滝
８
１
３
。
☎
０
２
８
８

（
７
７
）１
１
１
１
。https://w

ww.asaya-hotel.co.jp/

錦
繍
映
え
る
「
葉
が
く
れ
の
湯
」

岩
づ
く
り
の
「
木
も
れ
陽
の
湯
」

　
開
湯
１
９
０
０
年
以
上
と
さ
れ
、
東
北

随
一
の
歴
史
を
誇
る
蔵
王
温
泉
（
山
形
県

山
形
市
）
。
温
泉
街
を
横
切
る
「
樹
氷
通

り
」
か
ら
少
し
入
っ
た
と
こ
ろ
に
館
を
構

え
る
、
名
湯
リ
ゾ
ー
ト
　
ル
ー
セ
ン
ト
タ

カ
ミ
ヤ
（
岡
崎
博
門
社
長
）
は
、
そ
の
名

の
通
り
、
名
湯
・
蔵
王
温
泉
を
ゆ
っ
た
り

と
楽
し
め
る
、
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
。

豊
富
な
湯
量
を
誇
り
、
「
美
肌
の
湯
」

「
子
宝
の
湯
」
な
ど
と
賞
さ
れ
る
、
蔵
王

温
泉
の
源
泉
を
１
０
０
％
か
け
流
し
に
し

た
温
泉
が
自
慢
だ
。
「
温
泉
の
湯
質
は
も

ち
ろ
ん
、
風
呂
の
広
さ
や
雰
囲
気
か
ら
、

高
見
屋
グ
ル
ー
プ
内
で
も
人
気
の
ホ
テ
ル

で
す
」
と
岡
崎
社
長
は
話
す
。

　
同
館
は
男
女
と
も
に
露
天
風
呂
と
内
風

呂
を
備
え
る
。
中
で
も
露
天
風
呂
「
葉
が

く
れ
の
湯
」
は
、
野
趣
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気

が
特
長
。
蔵
王
高
原
の
木
立
が
眼
前
に
広

が
り
、
吹
き
抜
け
る
風
を
感
じ
な
が
ら
入

る
少
し
ぬ
る
め
の
お
湯
は
、
つ
い
長
湯
し

て
し
ま
い
そ
う
な
心
地
良
さ
。
こ
れ
か
ら

の
季
節
は
、
紅
葉
や
雪
景
色
を
望
み
な
が

ら
の
湯
あ
み
も
楽
し
め
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
ほ
ど
新
た
に
、
３
、
４
人

で
入
れ
る
小
ぶ
り
な
浴
槽
を
従
来
の
露
天

風
呂
浴
槽
の
隣
に
設
け
た
。
大
浴
槽
よ
り

も
冷
め
に
く
い
こ
と
か
ら
、
熱
め
の
温
泉

が
好
き
な
人
に
お
す
す
め
し
た
い
。

　
内
風
呂
に
は
源
泉
を
注
ぐ
「
木
も
れ
陽

の
湯
」
が
あ
る
。
岩
づ
く
り
の
浴
槽
に
湯

の
花
が
舞
う
様
子
は
、
秘
湯
を
訪
れ
た
よ

う
な
雰
囲
気
と
好
評
だ
。
木
も
れ
陽
の
湯

の
隣
に
は
、
沸
か
し
湯
を
注
い
だ
ヒ
ノ
キ

造
り
の
浴
槽
「
ひ
の
き
の
湯
」
も
あ
る
。

蔵
王
温
泉
は
国
内
で
２
番
目
に
酸
の
強

い
、
強
酸
性
の
温
泉
。
源
泉
と

沸
か
し
湯
に
交
互
に
入
っ
た

り
、
ひ
の
き
の
湯
を
上
が
り
湯

と
し
て
使
っ
た
り
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
入
り
方
が
で
き
る

の
が
う
れ
し
い
。

　
同
館
に
宿
泊
す
る
と
、
蔵
王

温
泉
内
の
名
湯
一
門
　
高
見
屋

グ
ル
ー
プ
の
う
ち
名
湯
舎
創
、

Ｊ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
な
ど
７
館
の
風
呂

を
自
由
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
温
泉
街
を
そ
ぞ
ろ
歩
き
し

つ
つ
、
湯
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で

み
る
の
も
お
す
す
め
だ
。

　
▽
山
形
県
山
形
市
蔵
王
温
泉

９
４
２
。☎
０
２
３（
６
９
４
）

９
１
３
５
。https://meito-luce

nt.com/

岩
大
露
天
風
呂
　
六
花
仙

　
「
美
肌
の
湯
」
と
こ
だ
わ
り
の
料
理
を

楽
し
め
る
と
評
判
の
石
和
温
泉
「
華
や
ぎ

の
章
　
慶
山
」
（
千
須
和
昌
和
社
長
）
。

　
源
泉
掛
け
流
し
の
温
泉
は
ア
ル
カ
リ
性

単
純
温
泉
で
、
柔
ら
か
な
湯
触
り
と
肌
が

つ
る
つ
る
に
な
る
感
覚
が
心
地
良
い
と
呼

び
声
高
い
。
ポ
ー
ラ
・
オ
ル
ビ
ス
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
肌
科
学
研
究
で
肌
へ
の
有

用
性
が
証
明
さ
れ
、
「
バ
リ
ア
・
オ
ア
シ

ス
温
泉
」
に
も
認
定
さ
れ
た
。

　
四
つ
あ
る
浴
場
は
男
女
入
れ
替
え
制
。

大
浴
場
「
美
肌
の
湯
　
花
桐
」
「
美
肌
の

湯
　
花
野
」
は
御
影
石
が
敷
か
れ
、
落
ち

着
い
た
空
間
で
温
泉
を
じ
っ
く
り
堪
能
で

き
る
。
露
天
風
呂
は
こ
ん
こ
ん
と
湧
く
自

噴
温
泉
と
ヒ
ノ
キ
の
香
り
に
癒
や
さ
れ
る

「
桧ひ

の
き

大
露
天
風
呂
　
花
桧
」
と
、
風
情

あ
る
し
つ
ら
え
と
澄
ん
だ
空
気
に
包
ま
れ

る
「
岩
大
露
天
風
呂
　
六
花
仙
」
。
露
天

風
呂
付
き
客
室
に
も
源
泉
掛
け
流
し
の
温

泉
を
引
湯
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
で

「
美
肌
の
湯
」
を
堪
能
で
き
る
。

　
▽
山
梨
県
笛
吹
市
石
和
町
市
部
８
２

２
。
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
２
１
６
１
。

https://keizan.com/

　
下
部
温
泉
は
武
田
信
玄
ゆ
か
り
の
隠
し

湯
の
里
。
創
業

年
を
迎
え
た
下
部
ホ
テ

ル
（
矢
崎
道
紀
社
長
）
は
、
１
万
坪
に
及

ぶ
自
然
林
の
中
に
た
た
ず
み
、
三
つ
の
源

泉
を
七
つ
の
露
天
風
呂
を
含
む

の
湯
船

で
堪
能
で
き
る
。

　
源
泉
は
、
敷
地
内
の
庭
園
の
地
下
か
ら

湧
出
す
る
単
純
硫
黄
泉
「
下
部
ホ
テ
ル
源

泉
」
と
、
引
き
湯
の
ア
ル
カ
リ
性
単
純
泉

「
下
部
奥
の
湯
高
温
源
泉
」
、
「
下
部
温

泉
共
同
泉
」
。
湯
船
ご
と
に
泉
質
の
異
な

る
湯
を
使
用
す
る
。

　
「
松
ぼ
っ
く
り
の
湯
」
は
、
八
角
形
の

ヒ
ノ
キ
の
湯
船
と
放
射
状
の
天
井
を
持
つ

八
角
檜ひ

の
き

風
呂
、野
趣
あ
ふ
れ
る
岩
露
天
、

低
温
泉
、二
つ
の
内
湯
。「
ほ
た
る
の
湯
」

は
、
庭
園
を
中
心
に
回
廊
を
巡
ら
せ
た
空

間
に
檜
風
呂
、
岩
露
天
、
陶
器
風
呂
、
低

温
泉
、
二
つ
の
内
湯
を
配
置
し
て
い
る
。

「
竹
と
ん
ぼ
の
湯
」
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

応
の
貸
し
切
り
風
呂
で

人
ほ
ど
が
入
れ

る
。

　
昨
年
８
月
に
は
「
温
泉
露
天
風
呂
付
き

ス
ウ
ィ
ー
ト
ル
ー
ム
」
２
室
が
誕
生
。
地

元
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
里
山
料
理
も
評
判

だ
。
館
内
に
は
俳
優
、
石
原
裕
次
郎
さ
ん

が
療
養
で
長
期
滞
在
し
た
際
の
写
真
や
書

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
あ
る
。

　
▽
山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
上
之
平
１

９
０
０
。
☎
０
５
５
６
（
３
６
）
０
３
１

１
。https://www.shimobe.co.jp/

小
さ
な
滝
が
流
れ
、
山
野
草
が
咲
く
庭

園
を
望
む
檜
露
天

　
手
の
ひ
ら
を
広
げ
た
よ
う
な
五
つ
の
入

り
江
か
ら
な
る
五
浦
海
岸
（
茨
城
県
北
茨

城
市
）
。
五
浦
観
光
ホ
テ
ル
（
村
田
章
社

長
）
は
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
一
望

で
き
る
北
関
東
屈
指
の
名
宿
だ
。
岡
倉
天

心
、
横
山
大
観
ら
名
だ
た
る
芸
術
家
が
こ

の
地
を
拠
点
に
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
残
し

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　
老
松
と
奇
岩
に
白
波
が
打
ち
寄
せ
る

「
海
」、天
心
、大
観
ゆ
か
り
の「
地
」、

冬
の
あ
ん
こ
う
鍋
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な

郷
土
の
味
覚
が
楽
し
め
る
「
食
」
、
そ
し

て
自
慢
の
「
湯
」
が
訪
れ
た
人
た
ち
を
魅

了
す
る
。

　
「
湯
」
で
体
験
し
た
い
の
が
、
別
館
大

観
荘
の
大
浴
場
「
大
観
の
湯
」
。
露
天
風

呂
は
雄
大
な
太
平
洋
を
眺
め
る
景
色
の
良

さ
が
自
慢
で
、
横
山
大
観
が
描
い
た
一
幅

の
日
本
画
の
よ
う
な
海
の
景
色
に
溶
け
込

む
一
体
感
を
満
喫
で
き
る
。
内
風
呂
も
大

き
な
窓
越
し
に
海
を
一
望
す
る
。

　
湯
は
源
泉
温
度

度
、
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富

な
掛
け
流
し
の
天
然
温
泉
。
神
経
痛
、
筋

肉
痛
、
冷
え
性
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
病

に
効
く
と
評
判
だ
。

　
別
館
大
観
荘
に
は
、
横
山
大
観
旧
別
荘

の
離
れ
特
別
室
が
あ
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

の
露
天
風
呂
付
き
。１
棟
貸
し
切
り
で
、親

子
３
世
代
、
親
し
い
仲
間
と
の
集
い
の
場

と
し
て
ゆ
っ
く
り
利
用
し
た
い
。
も
ち
ろ

ん
、
１
人
、２
人
か
ら
の
利
用
も
可
能
だ
。

　
「
椿つ

ば
き

の
湯
」
「
浜
菊
の
湯
」
と
い
う

二
つ
の
貸
し
切
り
風
呂
も
設
け
て
い
る
。

浜
菊
の
湯
は
手
す
り
を
備
え
る
な
ど
バ
リ

ア
フ
リ
ー
設
計
。
体
の
不
自
由
な
人
や
高

齢
者
も
安
心
だ
。

　
本
館
の
大
浴
場
「
五
浦
の
湯
」
は
、
木

々
に
囲
ま
れ
た
庭
園
露
天
風
呂
と
内
風

呂
。
木
々
の
緑
と
ゆ
っ
た
り
流

れ
る
滝
の
音
、
そ
し
て
遠
く
か

ら
か
す
か
に
聞
こ
え
る
潮
騒
が

訪
れ
た
人
々
の
心
と
体
を
癒
や

す
。
数
奇
屋
風
の
屋
根
と
足
元

の
石
畳
、
湯
船
の
か
た
わ
ら
に

立
つ
石
灯
籠
も
印
象
的
だ
。

　
内
風
呂
は
、
こ
の
庭
園
露
天

風
呂
を
大
き
な
窓
越
し
に
眺
め

る
。
外
か
ら
差
し
込
む
日
の
光

と
浴
槽
か
ら
昇
る
湯
煙
が
〝
湯

情
〟
を
一
層
引
き
立
た
せ
る
。

　
▽
茨
城
県
北
茨
城
市
大
津
町

７
２
２
。☎
０
２
９
３（
４
６
）

１
１
１
１
。https://www.izura

.net/

大
観
の
湯

雄
大
な
太
平
洋
を
一
望
で
き
る
絶
景
が

自
慢

松
乃
井
の
全
景

　
群
馬
県
水
上
温
泉
の
「
源
泉
湯
の
宿
　

松
乃
井
」
（
戸
澤
千
秋
社
長
）
は
、
４
本

の
自
家
源
泉
か
ら
湯
を
引
き
、
二
つ
の
大

浴
場
、
三
つ
の
露
天
風
呂
、
五
つ
の
貸
し

切
り
風
呂
に
掛
け
流
し
て
い
る
。
肌
に
優

し
い
湯
と
評
判
で
、
湯
殿
の
底
か
ら
外
気

に
触
れ
さ
せ
ず
に
湧
き
上
が
ら
せ
た
湯
を

「
極
上
・
熟
成
温
泉
」
「
生
温
泉
」
と
し

て
商
標
登
録
し
て
い
る
。

　
二
つ
の
大
浴
場
は
「
蛍
あ
か
り
の
湯
」

と
「
月
あ
か
り
の
湯
」
。
そ
れ
ぞ
れ
に
趣

の
異
な
る
露
天
風
呂
や
湯
船
を
備
え
て
お

り
、温
泉
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
で
き
る
。

　
蛍
あ
か
り
の
湯
は
、松
乃
井
の
小
川
と
、

自
慢
の
庭
園
に
見
え
隠
れ
す
る
蛍
を
テ
ー

マ
に
し
て
い
る
。
本
物
の
蛍
が
育
ち
、
放

つ
光
と
と
も
に
、蛍
を
模
し
た
演
出
照
明
、

そ
し
て
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
人
々
の
心
と

体
を
癒
や
す
。

　
月
あ
か
り
の
湯
は
、広
々
と
し
た
内
湯
、

露
天
風
呂
と
と
も
に
、
読
書
や
昼
寝
が
で

き
る
低
温
の
サ
ウ
ナ
ル
ー
ム
「
ナ
ッ
ピ
ン

グ
ル
ー
ム
」を
装
備
。男
性
用
に
サ
ウ
ナ
、

女
性
用
に
ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
も
備
え
る
。

　
露
天
風
呂
は
、
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
ゆ

っ
た
り
と
楽
し
め
る
「
火
あ
か
り
の
湯
」

も
。
１
泊
の
滞
在
で
温
泉
ざ
ん
ま
い
を
楽

し
め
る
。

　
貸
し
切
り
風
呂
は
五
つ
の
う
ち
２
カ
所

が
露
天
風
呂
。
「
カ
ン
テ
ラ
の
湯
」
「
星

空
の
湯
」
の
名
称
で
、
そ
れ
ぞ
れ
名
称
に

合
っ
た
演
出
を
し
て
い
る
。
貸
し
切
り
風

呂
は
ほ
か
に
、
「
夢
想
の
湯
」
「
清
雅
の

湯
」「
蒼
空
の
湯
」。そ
れ
ぞ
れ
信
楽
焼
、

ヒ
ノ
キ
、
ヒ
バ
の
浴
槽
で
、
お
し
ゃ
れ
で

洗
練
さ
れ
た
く
つ
ろ
ぎ
空
間

だ
。

　
客
室
は
露
天
風
呂
付
き
、
半

露
天
風
呂
付
き
を
含
め
て
和

室
、
洋
室
、
和
洋
室
な
ど
計
２

３
２
室
。
ス
テ
ー
ジ
キ
ッ
チ
ン

を
備
え
た
和
洋
中
の
ビ
ュ
ッ
フ

ェ
も
人
気
だ
。

　
近
隣
に
は
「
松
乃
井
別
邸
」

と
し
て
「
四
季
の
湯
宿
　
桃
山

流
（
も
も
や
ま
な
が
れ
）
」
が

２
０
２
３
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。
半
露
天
風
呂
付
き
７
室

の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
施
設
だ
。

　
▽
群
馬
県
利
根
郡
み
な
か
み

町
湯
原
５
５
１
。
☎
０
２
７
８

（
７
２
）３
２
０
０
。https://w

ww.matsunoi.com/

「
蛍
あ
か
り
の
湯
」
の
露
天
風
呂

野
天
風
呂
　
望
渓
の
湯

　
慶
雲
館
（
川
野
健
治
郎
社
長
）
は
、
創

業
が
飛
鳥
時
代
の
慶
雲
２
年（
７
０
５
年
）

で
、
「
世
界
最
古
の
宿
」
と
し
て
ギ
ネ
ス

ブ
ッ
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
藤
原
鎌
足

の
長
男
が
開
湯
し
た
と
い
う
温
泉
は
、
千

年
を
超
す
歳
月
の
中
で
一
度
も
枯
れ
ず
、

戦
国
武
将
や
文
人
を
含
め
多
く
の
人
々
に

愛
さ
れ
て
き
た
。

　
自
然
湧
出
の
源
泉
を
４
本
所
有
す
る
ほ

か
、
２
０
０
５
年
に
開
湯
１
３
０
０
年
の

記
念
事
業
で
掘
削
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
高

温
、
豊
富
な
湯
量
を
持
つ
自
噴
泉
を
掘
り

当
て
た
。
給
湯
、
シ
ャ
ワ
ー
に
至
る
ま
で

源
泉
か
ら
加
水
・
加
温
せ
ず
に
使
用
し
て

い
る
。

　
趣
の
異
な
る
６
種
類
の
風
呂
が
あ
る
。

高
野
槙ま

き

を
使
っ
た
「
野
天
風
呂
　
望
渓
の

湯
」
、
白
鳳
石
を
配
し
た
「
渓
流
野
天
風

呂
　
白
鳳
の
湯
」
は
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、

四
季
の
自
然
を
感
じ
ら
れ
る
。
「
桧
香
の

湯
」
と
「
石
風
の
湯
」
は
最
上
階
の
展
望

風
呂
。
石
造
り
の
貸
し
切
り
野
天
風
呂

（
２
カ
所
）
は
予
約
制
で
利
用
で
き
る
。

　
▽
山
梨
県
南
巨
摩
郡
早
川
町
西
山
温

泉
。
☎
０
５
５
６
（
４
８
）
２
１
１
１
。

https://www.keiunkan.co.jp/

（５） 第３２８１号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）８月３１日（日曜日）増刊


